















































































































































































































































































































































































時 分娩直後の 母子分離にて通いの時期 三児同室期 母子分離の時期 触れ合いの時期 育児行動を段階的に始める時期
母親の身体的なケア 新生児の治療の 早期接触（タッチング、カンガルーケア） 授乳指導
小児科医師との調整 確認と補足 面会時間の拡大 育児技術の援助
新生児の状況に 早期接触 授乳の準備（搾乳．乳房マッサージ） （沐浴、月齊処置）
援 ついての情報提供 面会の場の設定 育児技術 乳房セルフケア
助 （体重、哺乳状況、他） （ビン哺乳、おむつ交換　他） への援助
小児科医師との調整 退院指導
（今後の方向性の確認） （退院の生活、
母乳栄養）
25
3）母親の思いに影響を与える因子として、母親の
　精神的なサポート、育児経験、環境因子をアセス
　メントし個別な対応が重要である。
D（、研究の限界と今後の課題
　本研究は1病院に入院した数名の対象の結果であ
ったため、一般化することは難しい。今後は更に症
例を増やしていく中で、具体的なプログラムを評価
し、援助内容の充実を図っていきたいと考えている。
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